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	１．人口減少について
２．市政懇談会について

３．庄原さとやま博等の観光行政について
	　庄原市は合併して6年目ですが、過去5年で、年平均653人から人口が減少しています。7月末現在の人口は、40831人ですが、このペースでは、再来年には確実に3万人台となります。人口減少社会は確実に進行していることは認めますが、本市の場合は他市に比べ減少速度が速すぎるのではないでしょうか。
　人口が減少することから被る本市の各種デメリットをお教えください。
今後、新たな有効な人口増（定住促進）に対する具体的取り組みをどう考えているのかお知らせ下さい。

　
8月6日に企画課から示された「平成22年度市政懇談会の実施について」の２現状と課題（２）課題の①に、5年間実施した結果、参加者は年々減少してきており、参加者及び発言者が固定化してきている。⑤に、市側の出席者数が多いため、市民の皆さんが自由に意見をのべにくいとなっています。

　それで、一気に旧市町単位７地区で自治振興区と市の代表者が意見交換を行う方式で実施すると書かれています。

　１市政懇談会の目的にはこう書かれています。市民の民さんとの協働のまちづくりのため、市の各種事業を市民の皆さんに説明するとともに、皆さんからの市政に対するご意見やご要望をお聴きし、市政に反省させることを目的に実施すると書かれています。

　
一気に実施方法を見直すのではなく、市民に来てもらえる努力をすべきではないでしょうか。お隣の三次市と比較してみると、三次市はケーブルテレビによる議会中継も再放送もされていますが、市政懇談会には各地とも多くの住民が参加されています。更に議会報告会も開催されていますが、市政懇談会の半数程度の住民が参加されています。
　住民の市政に対する関心度の違いもあると思いますが、本市と根本的に何が違うのでしょうか。本市がこれまでの5年間で市政懇談会に来てもらえる努力をした足跡を示していただきたい。

　実施方法を変更した方が、住民の意見が市政に反映されやすいといわれる根拠についてお知らせ下さい。
　
今年、10月3日より来年11月30日まで開催される「庄原さとやま博」の基本コンセプトは何か、再度、お聞かせいただきたい。

　「さと博」に関し、市の商工観光課と観光公社設立準備室の連携はどうなっているのか。育てるのであれば、私はあっさり、観光公社設立準備室に大部分を任せた方が良いのではないかと思いますが、これまでの両者の関係と進捗状況をお聞かせ下さい。
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